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なお，２００９年，「中小企業財務報告基準」（IFRSs for Small and Medium-Sized
Entities以下，「IFRSs for SMEs」と記す５））が公表されたことを考慮すると，「国





































１２２ 松山大学論集 第２３巻 第３号
IFRSsにおける a wide range of usersと IFRSs for SMEsにおける a broad
range of usersは，文字の上からは区別のでき難いこと，すでにふれた通りであ
るが，前述また上記のように，前者は実質的には株式投資家であり，後者には，








































































































ぱら IFRSsと IFRSs for SMEsの側にスタンスを置いた上での考えであったと
いえるであろう。





















































































































































































































































































































































































































る（Paton & Paton Jr., Corporate Accounts and Statements１９５５ p．３８２）また，アメリカで開





Moonitz. The Entity Theory of Consolidated Statements１９４４；白鳥庄之助教授による第２版
（１９５１年）の訳書「ムーニッツ連結財務諸表論」昭和３９（１９６４）年がある）。
２）付加価値税務会計とは，戦後間もない昭和２４（１９４９）年のシャウプ税制使節団による税















３）上記注でふれた EBITと並んでアメリカで開示されている EBITDA（Earnings Before






５）IFRSs for SMEsについては，２０１１年，南アフリカの Bruce Mackenzie, Allan Lombard,
Danie Coetsee, Tapiwa Njikizana, Raymond Chambokoおよび Edwin Selbstの諸氏による











































































１４４ 松山大学論集 第２３巻 第３号
